
 1 

新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

８
４

９
回
 

新
春
登
山

新
春
登
山

新
春
登
山

新
春
登
山
・・ ・・
十
津
川

十
津
川

十
津
川

十
津
川
村村 村村
武
蔵

武
蔵

武
蔵

武
蔵
「「 「「
ア
ン
シ
ョ
ウ

ア
ン
シ
ョ
ウ

ア
ン
シ
ョ
ウ

ア
ン
シ
ョ
ウ
山山 山山
・・ ・・
ⅢⅢ ⅢⅢ
1
0
9
9
.4
m
」」 」」

下
見

下
見

下
見

下
見
報
告

報
告

報
告

報
告
 

 

◇
実

施
日

；
平

成
２

７
年

１
２

月
１

６
日
( 水

)  
 
曇

の
ち

晴
 

◇
参

加
者

；
沖

﨑
吉

信
、

濱
野

兼
吉

、
橋

本
 

梓
、

生
熊

千
満

子
、
 

石
橋

哲
郎

、
石

橋
隆

子
。

 
 

 
 

 
 

 
 

計
６

名
。
 

 

一
、

登
山

口
迄

の
距

離
・

時
間

；
新

宮
か

ら
約

６
５

㎞
・

１
時

間
１

５
分

。
 

一
、

駐
車

ス
ペ

ー
ス

に
つ

い
て

；
村

道
詰

に
６

～
７

台
可

能
で

す
が

、
手

前

が
か

な
り

の
急

勾
配

で
雪
・
凍

結
具

合
で

は
武

蔵
集

落
に

駐
車

も
必

要
か

。
 

 
集

落
か

ら
歩

く
と

、
集

落
～

登
山

口
間

は
、
６

０
０

～
７

０
０

ｍ
位

あ
る

。
 

一
、

標
高

差
( 高

度
差
) 約

７
０

０
ｍ

。
 

一
、

コ
ー

ス
タ

イ
ム
 

 
往

路
；

登
山

口
→

６
５

分
→

ヤ
ケ

峰
峠

→
４

０
分

→
下

山
路

合
流

点
→
 

３
０

分
→

Ｎ
ｏ

５
６

鉄
塔

→
４

５
分

→
ア

ン
シ

ョ
ウ

山
山

頂
。
 

計
１

８
０

分
（

３
時

間
）
。
 

 
復

路
；

山
頂

→
２

５
分

→
Ｎ

ｏ
５

６
鉄

塔
→

７
０

分
→

登
山

口
。
 

   
 

約
１

０
年

前
の

平
成

１
８

年
２

月
１

９
日

に
一

度
登

っ
て

い
て

、
詳

細

な
記

録
も

残
し

て
い

る
。

又
、

現
地

へ
行

く
と

か
な

り
の

記
憶

も
残

っ
て

い
る

も
ん

だ
。
 

 
 

普
段

の
登

山
と

違
っ

て
、

下
見

の
役

を
仰

せ
つ

か
っ

て
い

る
身

と
し

て

は
、

進
入

路
は

、
駐

車
ス

ペ
ー

ス
は

、
と

資
料

と
に

ら
め

っ
こ

。
 

 
 

８
時

４
０

分
ス

タ
ー

ト
。

こ
の

道
は

武
蔵

か
ら

大
野

間
の

生
活

道
で

、

ヤ
ケ

峰
峠

迄
の

登
り

は
、

は
っ

き
り

し
て

広
い

が
、

人
工

林
の

な
か

の
杉

桧
の

落
枝

が
多

く
、

又
石

も
多

く
歩

き
に

く
い

。
こ

れ
に

雪
が

被
っ

て
い

た
ら

更
に

歩
き

に
く

い
だ

ろ
う

。
 

 
 

前
回

５
０

分
で

峠
に

着
い

た
が

１
時

間
と

５
分

を
要

し
た

、
道

の
所

為

か
年

の
所

為
か

。
 

小
休

止
の

あ
と

尾
根

を
進

み
小

さ
な

ア
ッ

プ
ダ

ウ
ン

を
二

つ
、

三
つ

と

越
え

、
約

４
０

分
で

帰
路

の
下

り
道

と
合

流
す

る
。
 

こ
こ

か
ら

先
は

、
鉄

塔
の

巡
視

路
と

な
っ

て
お

り
、

歩
き

や
す

く
道

も

は
っ

き
り

し
て

い
る

。
 

や
が

て
Ｎ

ｏ
５

６
鉄

塔
下

に
着

く
。

本
日

一
番

い
や

唯
一

の
大

展
望

で

あ
る

。
 

山
頂

直
下

の
右

の
小

尾
根

の
取

付
き

で
ミ

ス
し

Ｎ
ｏ

５
７

鉄
塔

へ
。

手

前
に

崩
壊

箇
所

が
あ

っ
て

、
冷

汗
を

か
き

山
頂

へ
。
 

山
頂

の
展

望
が

な
く

人
工

林
の

中
で

あ
る

。
Ｎ

ｏ
５

６
鉄

塔
で

昼
食

と

決
め

、
早

々
に

山
頂

を
あ

と
に

し
た

。
 

全
体

の
印

象
と

し
て

は
、

足
元

が
悪

く
ト

ラ
バ

ー
ス

気
味

の
地

点
も

３

～
４

箇
所

あ
っ

て
、

慎
重

な
歩

行
が

要
求

さ
れ

る
。
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